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　　・労働環境の改善　　　　　　　　　（社員への意識付けと応援体制を整える）

代表取締役社長　建部　徹

制定日：2009年10月21日

２．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

　　・電力　　　　　　　（夜間照明の見直し、低電力OA機器への順次買替え）

　　（残業時間の短縮、土・日・連休の確保）

　建部工業株式会社は昭和33年の設立以来、土木工事並びに設備工事を通して地域社会の
発展に尽力してまいりました。2015年8月には本社ビルの建替工事を行い、全社員が心も新
たにエコアクション21活動に取組み、より良い社会環境を目指します。近年建設業での新
規人材不足の対策として、作業環境の改善、働き方改革に積極的に取組み、継続的経営改
善に努めます。

　　・一般水道水　　　　（散水の節水）

　⑤環境性能の向上及びサービスの改善

改訂日：2023年3月1日

　　・工法改善等の提案件数の拡大　　　（社員への工法学習の機会を設ける）

３．環境への取り組みを環境経営活動レポートとしてとりまとめ公表します。

ごあいさつ

　　・産業廃棄物　　　　（各現場での再資源化努力）

　④資源等（再生砕石等）の有効活用　　（各現場での再生資材活用努力）

　当社は水、空気、土を扱い私達の生活に直結した仕事をしています。地球規模での環境
保全の重要性を改めて認識し、資源循環型社会への対応に重点をおき、経営における課題
とチャンスを定期的に明確化します。若い人材の確保及び定着に尽力する事を重要課題と
とらえ、会社一丸となり積極的に取り組みます。

環 境 経 営 方 針

　②廃棄物の削減及び再資源化の推進（循環型社会への対応）

　　・一般廃棄物　　　　（書類のデータ管理化）

＜環境保全への行動指針＞

＜環境理念＞

１．次の事項について環境経営目標・活動経営計画を定め、継続的な改善に努めます。

　①二酸化炭素排出量の削減（低炭素社会への対応）

　③水使用量の削減（水資源の保全）

　　・自動車燃料　　　　（低燃費車への順次買替え）

　　・都市ガス　　　　　（空調温度の適正化）
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□登録事業所の概要

（１）事業所名及び代表者名
建部工業株式会社
代表取締役社長　建部　成之

（２）所在地
本社・倉庫：兵庫県加古川市別府町新野辺新堀通1274-1

（３）環境管理責任者及び担当者の氏名、連絡先
責任者　専務取締役　　　建部　徹　　TEL：079-435-1261
担当者　営業部長　　　　母利　教雄　TEL：079-435-1261
　　　（顧　　問　　　　石井　泰三　TEL：079-435-1261）

（４）事業内容

　許可番号 :

（５）事業の規模
設立 昭和33年
資本金 5千万円
売上高 　　 18.02億円 （2022年度実績）
各事業所の規模

本社・倉庫
従業員　　　　　 21 名
延べ床面積　　　 549 ㎡

保有重機・車両
油圧ショベル 0.1㎥ 1台
油圧ショベル 0.45㎥ 1台
ダンプトラック 3t 1台

（６）組織

営業部

（７）事業年度10月～翌年9月

環境管理責任者

社長

（特-1）第400247号 許可年月日　：　令和2年2月21日
許可期限　　：　令和7年2月20日

従業員

土木工事業、管工事業、しゅんせつ工事業、水道施設工事業、とび・土工工事業、
ほ装工事業、機械器具設置工事業、電気工事業

代表者

工事部

環境事務局

現場責任者

専務

ＥＡ２１推進委員会
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□認証・登録の対象範囲
登録組織名： 建部工業株式会社
対象事業所： 本社・倉庫
活動：

□主な環境負荷の実績

項　目 単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

二酸化炭素排出量 kg-CO2 57,626 54,128 54,055 52,249
　電力 kWh 29,604 27,355 24,217 26,796
　ガソリン L 14,855 14,258 15,158 13,754
　軽油 L 0 0 0 0
　灯油 L 0 0 0 0
　都市ガス Nm3 5,105 4,549 4,058 4,231
廃棄物排出量 トン 1,523.73 1,024.479 370.567 697.291
　一般廃棄物量排出量 トン 0.88 1.00 0.92 0.791
　産業廃棄物排出量 トン 1,522.85 1,023.48 369.65 696.500
水使用量 ㎥ 571 508 467 417
化学物質 ㎏ 0 0 0 0

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

89,928 63,157 62,899 53,841
38,033 30,904 30,931 27,100
30,183 20,255 19,214 14,029

0 0 0 0

871 590 294 508
0 0 0 0

土木工事業､管工事業､しゅんせつ工事業､水道施設工事業､
とび･土工工事業､ほ装工事業､機械器具設置工事業､電気工事業
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□環境経営目標

2019 2021 2022 2023 2024

年度 年度 年度 年度 年度
（基準年度) （目標） （目標） （目標） （目標）

ｋWh 29,604 29,011 28,715 28,419 28,123

kg-CO2 12,374 12,127 12,003 11,879 11,755

基準年度比 98% 97% 96% 95%

L 14,855 14,557 14,409 14,260 14,112

kg-CO2 34,464 33,772 33,429 33,083 32,740
基準年度比 98% 97% 96% 95%

Nm3 5,105 5,002 4,951 4,900 4,849

kg-CO2 11,027 10,804 10,694 10,584 10,474
基準年度比 98% 97% 96% 95%
kg-CO2 57,865 56,703 56,126 55,546 54,969
基準年度比 98% 97% 96% 95%

一般廃棄物の削減 t 0.88 0.86 0.85 0.84 0.84
基準年度比 98% 97% 96% 95%

一般廃棄物の ﾘｻｲｸﾙ率% 87% 89% 90% 87% 87%

リサイクルの推進
（適正管理）

基準年度比 102% 103% 100% 100%

産業廃棄物の t 1522.85 1492.39 1477.16 1461.94 1446.71
総排出量の削減 基準年度比 （努力目標） （努力目標） （努力目標） （努力目標）

産業廃棄物の ﾘｻｲｸﾙ率% 88% 89% 90% 91% 92%
リサイクルの推進 基準年度比 102% 103% 104% 105%

㎥ 571 559 553 548 542
基準年度比 98% 97% 96% 95%
t 3,810.9 3,810.9 3,810.9 3,810.9 3,810.9
基準年度比 （努力目標） （努力目標） （努力目標） （努力目標）

環境性能の向上及び
サービスの改善

提案件数 1 3 4 3 3

（適正管理） 基準年度比 +2件 +3件 +2件 +2件
ガソリン車の km/L 15.32 15.63 15.78 15.93 16.09

燃費の向上 基準年度比 102% 103% 104% 105%
労働環境の改善 h/人・月 16.95 16.61 16.44 16.27 16.10
（残業時間の減少） 基準年度比 98% 97% 96% 95%

二酸化炭素排出量合計
(上記３項目の合計)

水使用量の削減

注）電力のCO2排出係数は、関西電力㈱の2017年度実績値の

　　調整後排出係数0.418kg-CO2/kWhを使用した。

再生資源の使用量拡大
（適正管理）

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

・電力の二酸化炭素
　排出量削減

(0.418 kg-CO2/kWh)

・ガソリンの二酸化
　炭素排出量削減

(2.32 kg-CO /L)・都市ガスの二酸化
　炭素排出量削減

(2.16 kg-CO /Nm3)

注）化学物資、軽油、灯油につきましては当社は使用しておりません。
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項 目 基準値 目標 実績 達成度 評価
1．二酸化炭素排出量の削減

㎏-CO2 57,865 56,126 52,249

対基準 97.0% 90.3%
1-(1）電力使用量の節減

kWh 29,604 28,715 26,796
㎏-CO2 12,374 12,003 11,201
対基準 97.0% 90.5%

1-(2）ガソリン使用量の節減
　　　（自動車燃料） Ｌ 14,855 14,409 13,754

㎏-CO2 34,488 33,429 31,909
対基準 97.0% 92.6%

1-(3)．都市ｶﾞｽ使用量の節減
　　　（新社屋での空調でGHPを採用） Nm

3 5,105 4,951 4,231
㎏-CO2 11,027 10,694 9,139
対基準 97.0% 82.9%

2-(1)．一般廃棄物の削減
t 0.88 0.85 0.79

対基準 97% 89.9%
2-(2)．一般廃棄物のﾘｻｲｸﾙの推進
　　　リサイクル率：% % 87 90 87

（参考目標）
対基準 103.0% 99.8%

2-(3)．産業廃棄物の削減
t 1,522.85 1477.16 696.50

(努力目標)
対基準 45.7%

2-(4)．産業廃棄物のﾘｻｲｸﾙの推進
　　　リサイクル率：% % 88 90 99

（参考目標）
対基準 113.1%

３．水使用量の削減

ｍ
3 571 553 417

対基準 97% 73.0%
４．再生資源の使用量拡大
　　再生アスファルト ｔ 3,810.9 3,810.9 2,977.4
　　再生砕石 (努力目標)

78.1%
5．環境性能の向上及びサービスの改善

　　　（提案件数） 件 1 4 4
（+3件） （+3件）

対基準 400.0% 400.0%
6．ｶﾞｿﾘﾝ使用での燃費の向上
　　　（自動車燃料） ㎞/L 15.32 15.78 17.43

対基準 103.0% 113.8%
7．労働環境の改善
　　　（残業時間の減少） h/月・人 16.95 16.44 13.08

対基準 97.0% 77.2%
〔凡例〕評価： ○達成：100％以上、△やや未達成：100％未満～97％、×未達成：97％未満

2022年度の実績

2022年度における実績
(2021年10月～2022年9月)

〇

〇

107.4%

107.2%

116.9% 〇

96.9% ×

109.7% 〇

2019年度年度

〇

107.8% 〇

104.8%

212.1% 〇

125.7% 〇

〇

110.5% 〇

-

100.0% 〇

132.6% 〇
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□環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
達成状況

○ 電力、ガソリン、都市ガス全てにおいて削減目標が達成できた。

特にエアコン使用量に気を付け、都市ガス使用量を抑える。

○ 年間を通じて目標は達成できたが、もう少し努力が必要である。

○ 順調である。

今後も社員研修を通じて、削減意識を高めていく。

○ プリウス2台、アクア2台。その他も低燃費車へ変更している。

○ 概ね順調である。後述の燃費は改善している。

これからも、低燃費車への移行を行っていきます。

△
○ 外出時の空調停止はこれからも徹底する。

○ 紙ベースからデータ保存を進める。

○ 両面コピー、裏紙の活用をし、削減に努める。

△ 概ね分別は行われている。紙とペットボトル類の現場

処理が不可となり、全て持ち帰った為である。

今後も徹底して行う。

（目標達成）
○ 年間を通じて、産業廃棄物の排出量を抑える事が出来た。

今後も排出量削減に努力する。

○ 特にアスファルトとコンクリートガラが

多かったが、現場では再資源化を徹底して行っている。

（目標達成）
○ 洗車回数も少なく順調であった。

○ 散水の削減は継続する。

（目標達成）
○ 社員の意識は向上している。今後も継続する。

（目標達成）
○ 受注工事内での変更により採用された。今後も努力する。

○ 日常の指導として継続実施する。

（目標達成）
○ 事例発表を毎月の朝礼で行い、啓蒙している。

○ 燃費の向上に努力しており効果が認められる。

今後も継続する。

○ 毎月の朝礼や会議で社員への啓蒙を行っております。

特定の社員が残業過多とならないように、最適な応援体制を

整えていく。

・エコドライブの徹底（暖房時での啓蒙）

環境性能の向上及びサービス改善
・現場での改善提案

水使用量の削減
・洗車回数の削減

・空調温度の適正化（夏28℃、冬20℃）

・使用しない部屋の空調停止

一般廃棄物の削減
・コピー部数の削減

・各社員への意識付け

再生資源の拡大
・各社員の意識向上

・社員研修（朝礼で改善事例の発表）
ガソリン使用での燃費の向上

（目標達成）

都市ガス使用量の節減 （目標達成）

・社員教育

（目標未達成）
・分別の徹底

・不良コピー減少化

一般廃棄物のリサイクルの推進

・庭先散水の削減

産業廃棄物の削減
・各社員の意識向上と実態把握

夏場の猛暑、冬場の寒波時の使用が増加傾向にある。

・エコドライブの徹底

（目標達成）

取り組み計画 評価結果と次年度の取組内容
二酸化炭素排出量の削減

・社員研修

ガソリン使用量の節減
・エコカーへの買替

（下記の通り）

電力使用量の節減
・12月～6月での削減を重点的に行う。

（目標達成）

（目標達成）

（目標達成）

産業廃棄物のリサイクルの推進 （目標達成）
・各社員の意識向上と実態把握

残業時間の減少
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
適用される法規制 遵守する事項 遵守評価 備考

大気汚染防止法 ・特定粉じん排出等作業に於ける実施の届出､作業基準の遵守

・オフロード建設車輌の使用

騒音規制法 ・特定建設作業（現場で使用する杭打機、バックホウ、トラクター

ショベル等の重機械類、発電機）の届出､規制基準の遵守

振動規制法 ・特定建設作業（現場で使用する杭打機、バックホウ、トラクター

ショベル等の重機械類）の届出､規制基準の遵守

廃棄物処理法 ・収集運搬、処分業者との適正契約

・保管基準の遵守

・マニフェストの適正取扱

・処理困難通知への対応

・多量排出事業者の報告

・水銀使用製品廃棄物の適正処理

フロン排出抑制法 ・フロン類の回収作業

・フロン類使用の空調機の定期点検と記録及び漏洩防止

建設リサイクル法 ・特定建設資材廃棄物の再資源化義務

・建築物等の分別解体義務

自動車リサイクル法 ・使用済自動車の適正な事業者への引渡し

家電リサイクル法 ・使用済家電の適正な事業者への引渡し

消防法 ・事務所、倉庫の消火器の設置、点検

労働安全衛生法 ・本社、営業所、全現場（非常駐も含む）での全従業員

並びに第３者への安全、衛生活動の展開と記録

□代表者による全体の評価と見直し・指示

項目 見直し要否 見直し内容
環境経営方針 否 -
環境経営目標 否 -
環境経営計画 否 -
実施体制 否 -
その他 否 -

   なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去5年間ありませんでした。

□環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

2022年11月28日

遵守

代表取締役社長　建部　成之　

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

本社屋を使用して7年目となる。１年目（2016年度）のデータを基準値として目標値を設定していたが、使用状況が変
わってきたので、基準年の見直しを行った。2019年度を基準年とした。
一般廃棄物のリサイクルの推進率など一部で目標未達事項はあったが、その他は概ねクリア出来た。今後、新入社員
も増えるので様々な使用量は増加するが、ＥＡ21活動の取組みをこれからも全社員に啓蒙していく。
新ガイドラインの指針により継続的経営に注力し、従業員の環境改善を実質的に推進する。
具体的に残業時間の減少と休日の取得であるが、朝礼時や会議時に異常値者へ注意して社員の意識改善を行って
いる。また、特定の社員に仕事量が偏らないように応援体制も引続き整えていく。
ＥＡ21活動が社内外共に認められる様に努力を続ける。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されている事を確認しました。
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